
ホタテガイ増殖漁場評価試験
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目的

近年、陸奥湾の地まき増殖の低迷が続いている。特に、下北地方は以前から地まき増殖主体にホタテガ

イ生産を上げていた地区であるが、この不振が漁協経営を圧迫するまでに至っている。さらに、地まき増

殖は養殖と両輪をなす漁業で、健全な産卵母貝の確保という点においても重要性を増している。そこで、

この不振の要因を解明し、地まき漁業を回復させるための方策を検討することを目的とした。

方法

1 漁場生息環境闇査

クロロフィルa量の測定

図1に示じた採水地点(川内川河口から沖出し1，500m-2，000m、水深17m)で、表層と底層の

クロロフィルa量を測定した。測定は試水1リットルをワットマンGF/Cフィルター(孔径1.2μm)

でろ過し、残った試料をアセトン抽出したのち蛍光法によって行った。

2 種苗育成管理改善研究

川内町沖に平成12年5月下旬に投入した採苗器を用いて、 8月31日に稚貝採取を行った。収容密度

はパールネットl段当り 100枚とした。同年11月1日には、パールネット1段当り30枚、 50枚、 75枚に

分散し、へい死率、殻長、殻高、殻幅、全重量、軟体部重量を測定した。そして同年12月7日にへい

死率、殻長、全重量、軟体部重量を測定した。

3 実E嵩験

桁網調査

川内町議協が2次漁場に平成10年員を5，226万枚(平成10年11月20-27日放流)、 3次漁場に平

成11年員を4，966万枚(平成11年12月21日-26日放流)放流したことから、当センターでは、各放

流漁場において、桁網を用いた試験操業を行った。調査期日及び調査地点については2次漁場内が平

成12年6月8日の 5点、 3次漁場内が平成12年6月8日、 9月27日、 12月28日、平成13年4月10

日の 5-6点であった(図1)。入網した大型の底生生物の測定を行った。ホタテガイは生死別の個体

数と30個体の放流時の殻長、調査時の殻長、殻高、殻幅、全重量及び軟体部重量を測定し、ポリド

ラの影響を調べた。ポリドラの影響の区分は次のようにした。

1 ポリドラの影響がほとんどないもの。

2 ポリドラの穿孔は確認できるが、障害輪はほとんどないもの。

3 ポリドラによる障害輸があるが、その後回復したもの。

3+ ポリドラによるひどい被害があるもの(穴が聞いている等)。

その他の大型の底生生物は個体数と合計重量を測定した。なお、ヒトデ及びニッポンヒトデについて

は個体数、合計重量の他に腕長も測定した。
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結果

1 漁場生息環境調査

クロロフィルa量の測定

川内町沖の平成9、10、11、12年度と比較したクロロフィルa量の推移と平成12年度の陸奥湾内

各地でのクロロフィルa量の推移を図 2に、表 1に平成12年月から 12月~翌年 3月までのクロロフ

ィルa量の分布量を示した。なお、川内町のデータは表層と底層の平均値、久栗坂は漁場水深40mで

の5層の平均値、平内町東田沢は漁場水深30mでの4層の平均値を用いた。

平成12年度の川内町での12月~翌年3月のクロロフィルa量は0.36'"12.27mg/トンで推移し、 2月に

これまでにない高い値を示した。平成11年度のクロロフィルa量のピークは4月であったが、今年は

昨年より早い 2月であった。陸奥湾内各地と比較してみると、久栗坂、平内町東田沢沖でも川内と同

様に2月にかなり高い値を示した。

2 種苗育成管理改善研究

表2に中間育成試験結果を示した。平成12年11月1日の分散時には100枚区にし、同年12月29日の

測定時には30、50、75枚区の順に殻長、全重量、軟体部重量と大きい傾向が見られた。平成11年同様

収容枚数の少ないほうが、サイズが大きい傾向を示した。

3 実証試験

桁網調査

ホタテガイの殻長、全重量、軟体部重量、軟体部割合、累積生残率、採捕密度の推移を図 3に、桁

網調査結果を付表 1、2に、期間別の日間成長量及び成長率を表3に示した。

平成11年産貝は、 12月"'3月、 9月~翌年4月までの問、平成10年産貝並の日間成長率であった

が、 3月"'9月までに平成10年産貝より高い日間成長率であった。このため、 9月時点では、平成

11年産貝(殻長73.5剛、全重量39.47g)の方が平成10年産貝(殻長63.2師、全重量26.85g)より

平均殻長で10.3剛 、全重量で12.62g上回った。累積生残率は、 6月時点で平成10年産貝は49.0%、

平成11年産貝は88.6%となり、平成11年産員は平成10年産員よりかなり上回っていた。

ポリドラの影響を図4に示した。平成10年産貝はポリドラの被害が大きく、 6月時点で既に区分

3+ (ポリドラによるひどい被害があるもの)が59%見られた。その後、 1月の時点になるとポリドラ

の被害は回復し、区分3+は2%まで低下したが、冬が過ぎると再度13%になった。しかし、約70%は

区分3の被害に相当した。一方、平成11年産員はポリドラの被害が少なく、 9月に区分3+が3%見ら

れたが、それ以外の、区分2"'1が約80%を占めていた。

川内町におけるヒトデ類の採捕密度の推移を図 5に、 10月調査時における陸奥湾内各地のヒトデ

類の採捕密度と平均腕長を図6に示した。川内町のヒトデ類の採捕密度は、 10年産貝放流漁場でヒ

トデが0.5"'10.7個/100ni、ニッポンヒトデは0.3"'0.9個/100niで推移し、 11年産貝放流漁場ではヒ

トデが9.8"'39.7個/100ni、ニッポンヒトデが0.8'"1 0.0個/100niで推移した。ヒトデの採捕密度は

野辺地町、横浜町、むつ市で平成10年産貝放流漁場より減少した。逆に川内町では平成10年産員放

流漁場より増加したが、腕長の小さい個体が多く見られた。

放流時殻長と調査時の全重量との関係を表4に示した。 11年産貝は10年産貝と異なり放流した翌

年の夏以降も高い相関が見られた。しかし、放流から 2年目の4月にはまったく相闘が見られなくな

った。これは産卵のためと考えられた。
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考察

東湾における平成12年度の水温は 2月中旬""3月下旬では水温は平年より低めに推移し、なかでもか

なり低めに推移した 2月中は鉛直混合が進み、平年より海底から上層への栄養塩の供給が多かったと考え

られる。その為、クロロフィルa量のピークが2月に前年より多い12.27mgjトンとなったものと考えられる。

平成10年産貝はポリドラ被害が大きかったが、平成11年産員は小さかった。東湾プイ底層の水温の推

移(平成10年度~平成12年度:12月""4月)を図 7に示したが、ポリドラの着生時期である冬期間の水

温が平成10年度は平年値よりかなり低いため、ホタテガイの成長が鈍り、ポリドラの穿孔した部分の殻

質層の修復ができなかったためと考えられた。吉田 1) 2) らは平成10年産貝放流漁場である 2次漁場は、

平成11年産貝放流漁場である 3次漁場より粒径0.25mm以下の粒子が多い漁場であると報告している。こ

のため、 2次漁場が3次漁場よりポリドラの生息しやすい環境であることが考えられた。これらのことよ

り、各漁場の底質を考慮に入れ、放流時期を年内放流からポリドラの着生時期ある冬期間をさけて、翌年

春放流にするなどの対策も考える必要がある。

平成12年度のヒトデの採捕密度は東湾各地で平成11年度より減少したが、川内町では増加した。ニッ

ポンヒトデも大きい個体がまだ採補されており、今後も桁網による漁場清掃など更にヒトデ駆除を進めて

いく必要がある。

ホタテガイの放流時殻長と採捕時重量との相関はへい死、生息環境等の影響で放流後日数が経過すると

低くなることが報告されているがへ調査地点によっては放流後2年経過しても高い相関を示す地点もあ

った。平成10年産貝では平成12年6月8日調査時点でSt.3が高い相関を示し、同地点における放流時殻

長と採捕時重量との関係を図8に示した。しかし、との結果より、放流サイズと放流時期を決めることは

できないと考える。今後の放流サイズ、放流時期を検討するには、平成10年産貝、 11年産貝、 12年産員

の成長の推移、各漁場の餌量と底質環境(ポリドラの影響)を考慮する必要がある。
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3次漁場調査地点

:平成 12年3月21日

:平成 12年6月8日

:平成 12年 9月27日

_:平成 12年12月28白

.:平成13年4月10日

底質調査地点

:平成 11年9月21日

-A 

2次漁場調査地点

+:平成 11年3月9日

:平成 11年6月11日

:平成 11年 9月29日

企 :平成12年1月20日

合 :平成12年6月8日

底質調査地点

:平成 10年 12月14日

クロロフィル調査地点

*:毎月

1次漁場調査地点

・:平成 10年 7月17日

企:平成 10年10月22日

.:平成 11年 1月19日

+:平成 11年5月24日
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ホタテガイ増殖漁場評価試験調査地点図 1
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付表2 桁網圃査結果〈大型の底生生物語回定結果}
.100m当り擦捕個体数

平成12年6月8日 (10年産貝}

⑦②③④⑤  

12.4 12.5 18.5 1.3 7.4 
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1.2 

平成13年4貝10日 m主主産員1率直I亙年12肩28日 (11年査員}
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3.3 

0.4 

1.3 
0.8 

0.8 
0.4 
0.8 

0.4 
1.4 
14.0 
O. 7 

1.2 
1.2 

27.4 
4.1 

1.1 
1.8 
0.4 

0.9 
0.3 

0.6 
1.5 

1.2 
13.2 
0.4 

0.3 

6.6 
2.8 
1.6 

0.8 2.2 4.5 1.6 1.7 2.3 0.5 

0.4 
1.6 

2.1 
23.9 
10.3 

0.8 0.7 
18.7 10.0 
2.9 1.1 

3.9 
4. 7 
0.4 

0.3 
9.3 
0.3 

0.3 
0.3 
8. 7 

7.9 0.4 
1.6 147.4 
1.6 7.0 

0.4 

0.4 
1.8 

2.9 
0.4 1.2 

0.8 

12.9 

0.4 

0.4 

0.6 

0.3 

0.5 
0.4 
0.6 

0.4 

0.4 0.4 

0.4 

0.5 

5. 7 36.2 1
 

• 1
 

4.9 2.0 3.4 16.3 
1.2 

1.2 0.4 0.4 1.2 
0.3 0.4 

tトヂ
ニヲ車.!ltトヂ
I'I・tト'f
7カtト'f
'Jtトヂ
Zナtトず
イト守キtトヂ
壬ミグ由.イ

ニチリ!ltト'f
0モtト'f頬
キ，1.ラザキウニ
ヲカ.的ニ

キ'l}!Iショウウニ
サマヨ
キンコ
オ1In'!I]'"
由シII'!I
ヤド制類
w・"がニ
ヵ・ザミ
守車.ヤ

Z車'1'

'コ聖書
7由ザラ
コシr地方'!Iカ.ラ
材3シゲ幼・〉がラ
t~I'I・がラ

ヲm'ィ
モ"'111'イ
可キ7ゲIt・，，11"イ
イ片付.~ 

。ザウオ
守ヨがbイ
tラメ
カシ.方

カメ約，，'キ子ヨウチ〉

場所

0.4 
2.2 

0.4 2.0 
1.0 
1.9 

1.0 
1.4 
3.9 0.6 

1. 1 
2.6 

1.2 0.8 1.9 

0.5 

3.2 1.4 

16.9 

8.0 

5.8 

0.5 
3.9 5.6 

43.3 
2.4 

1.9 
1.0 

1.9 0.5 
6.0 16.3 

2. 7 

1.7 
27.2 

3.9 

6.6 

0.7 
1.3 

0.4 

5.2 29.8 24.9 
1. 1 

2.0 
1.2 

0.5 

3.3 25.3 14.0 
0.5 5.8 

1.3 
3.4 

25.6 4.0 15.1 18.7 
0.6 

4.0 15.8 24.7 16.1 

0.5 

~ 
c:n 

、iι
内

O
白

ue

!
・
・

，‘、
-
E
0
3

、1'
-
a
S
4

，

i
-
-

，L

、-
a
-
y
a勾

}
E
U
R
U
 

-

-

-

n
b
d
a
aマ
E
G

、，F
園
内

M
a
n
u

-

-

-

r
‘、-aa守

a
u

、』ι
a
υ
a
g

-

-

-

t
、
.FO'o

平雇同年4J司10自【11年量毘】

⑦②③@⑤⑥①②③④⑤①②③④⑤①②③④⑤⑥  

4. 6 5. 8 4. 8 9. 0 5. 1 4. 4 5. 0 4. 0 4. 5 4. 8 3. 4 4. 1 4. 0 5. 1 4. 8 3. 4 4. 1 6. 5 6. 0 
12. 8 18. 0 9. 0 8. 4 5. 1 3. 1 4. 8 6. 1 2. 6 3. 2 4、1 6. 5 6. 6 4. 6 3. 9 4. 9 3. 9 

平成12年12月28日(u年産貝)平成12年9見27日 (11年産頁)早虚12隼sg_a亘 (11盃産直I事虚12是正6肩8百I而轟轟轟1

24.2 18.7 

-ヒトデの腕長(棚)

場所

tトテ.
こヲ車.!ltトヂ


